
	
  
図 1	
 (a) 深紫外光励起表面プラズモンの概略図，(b)DUV-SPRを用いた HeLa細胞の観察結果 
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我々は，深紫外領域における表面プラズモン共鳴(DUV-SPR)の電場増強効果を用いて，非染色

細胞を高感度に観察した．深紫外光の光子エネルギーは，DNAやタンパク質の極大吸収波長に相

当するため，これら構造を非染色に観察できる．SPR の電場増強効果は，自家蛍光の強度を増強

し，高感度に観察することができる．我々はこれまでに，DUV-SPRの電場増強効果により蛍光強

度を増強し，DUV-SPRの生体観察への有用性を示した[1, 2]．  

図 1(a)に，DUV-SPRを用いて，細胞を観察するための光学系を示す．プリズムにアルミニウム

薄膜を作製することにより DUV-SPR を励起する．アルミニウムは，深紫外域で減衰が小さいた

め，DUV-SPRを励起するためには適した金属である．細胞は，アルミニウム薄膜上に直接培養し

た．DUV-SPR の電場増強効果により励起された細胞の自家蛍光は，アルミニウム薄膜上の CCD

を用いて観察する．  

図 1(b)にDUV-SPRを用いて非染色のHeLa細胞を観察した結果を示す．レーザーパワーは 2mW，

CCD の露光時間は 1 秒である．HeLa 細胞は培養後，固定および乾燥処理を行った．この結果よ

り，HeLa 細胞の自家蛍光を観察できおり，HeLa 細胞内に球形の構造や，繊維状の構造が確認で

きる．DUV-SPRにより励起された細胞小器官の自家蛍光を観察した．以上の結果から，アルミニ

ウム薄膜上に培養した非染色の HeLa 細胞を DUV-SPR により励起し，HeLa 細胞内の様々な細胞

小器官を観察することを実証した． 
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